
 

チオベンカルブ（案） 

 

１．品目名：チオベンカルブ（Thiobencarb） 

 

２．用途：除草剤 

チオカルバミン酸ベンジルエステル系の除草剤である。作用機構として、αアミラ

ーゼの生合成の阻害、オーキシンと拮抗することによるタンパク質生合成過程の阻害

により作用すると考えられている。 

 

３．化学名： 

  S-4-chlorobenzyl diethyl(thiocarbamate)(IUPAC) 

  S-[(4-chlorophenyl)methyl]diethylcarbamothioate(CAS) 

 

４．構造式及び物性 

 

Cl CH2 S C

O

N

CH3

CH3  

 

分子式  C12H16ClNOS 

分子量 257.8 

水溶解度 16.7mg/L（20℃） 

分配係数 log10Pow=4.23（25℃） 

（メーカー提出資料より） 

資料３ー２ 



５．適用雑草の範囲及び使用方法 

本薬の適用雑草の範囲及び使用方法は以下のとおり。 

 （１）50％チオベンカルブ乳剤 

使用量 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

適用 

土壌 薬量 希釈水量 

本剤の

使用

回数

使用方法 

適

用

地

帯 

チオベンカルブ

を含む農薬

の総使用回数

は種直後～ 

稲出芽前まで 

600～

1200mL/10a

直播水稲 
水田一年生雑草 

マツバイ 

稲出芽揃期～

ノビエ 1.5 葉期まで 

但し、収穫 90 日前まで 

（入水 15 日前まで） 

砂壌土

～埴土 1000～

1500mL/10a

70～

100L/10a

乾田・落水

状態で全面

土壌散布 

レタス 

（春播移植栽培） 

レタス 

（トンネル・

マルチ栽培） 

非結球レタス 

（春播移植栽培） 

非結球レタス 

（トンネル・

マルチ栽培） 

一年生雑草 
定植前、マルチ前 

（雑草発生前） 
全土壌

800～

1000mL/10a

60～

100L/10a

1 回

土壌全面

散布 

全

域 
1 回 

 

 

作物名 適用雑草名 使用時期 適用土壌 使用量 使用液量 使用方法 適用地域 

チオベンカルブ

を含む農薬

の総使用回数

稲 

（箱育苗） 
一年生雑草 

は種後出芽前 

（雑草発生前） 

全土壌

（砂土を除く）

育苗箱 

(30×60cm)

1 箱当たり

0.13mL 

育苗箱 

(30×60cm)

1 箱当たり

13mL 

育苗箱の土壌に

均一に散布する 
北海道 1 回 

 



（２）50％チオベンカルブ・5％ペンディメタリン・7.5％リニュロン乳剤 

使用量 

作物名 

適

用

雑

草

名 

使用時期 適用土壌 
薬量 

希釈 

水量 

本剤

の使

用回

数 

使用方法 適用地帯 
リニュロンを含む

農薬の総使用回数

500～800

mL/10a 

九州を 

除く全域 
だいず 

600～800

mL/10a 
九州 

2 回以内 

（出芽前までは 1 回以内、

出芽後は 1回以内）

500～800

mL/10a 

九州を 

除く全域 
えだまめ 

600～800

mL/10a 
九州 

400～600

mL/10a 
北海道 

小麦 

大麦 

500～700

mL/10a 

北海道を 

除く全域 

とうもろこし 

は種直後 

（雑草発生前） 

500～800

mL/10a 

ばれいしょ 
植付後～萌芽前 

（雑草発生前） 

600～800

mL/10a 

1 回 

にんじん 

70～100

L/10a

2 回以内 

（は種直後は 1 回以内、

にんじん 3～5 

葉期は 1回以内）

らっかせい 

一

年

生 

雑

草 

は種直後

（雑草発生前） 

全土壌 

（砂土を除く） 

500～700

mL/10a 

100 

L/10a

1 回
全面土

壌散布

全域 

1 回 

チオベンカルブを含む農薬の総使用回数：1回 

ペンディメタリンを含む農薬の総使用回数：1回 



（３）8％チオベンカルブ・0.8％ペンディメタリン・1.2％リニュロン細粒剤 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 適用土壌 使用量

本剤の

使用回数

使用

方法

適用 

地帯 

リニュロンを 

含む農薬の 

総使用回数 

小麦 全域 1 回 

だいず 

2 回以内 

（出芽前までは 1 回以内、

出芽後は 1回以内）

大麦 

えだまめ 

とうもろこし 

1 回 

にんじん 

は種直後 

（雑草発生前） 

2 回以内 

（は種直後は 1

回以内、にんじん

3～5葉期は 1回

以内） 

ばれいしょ 

北海道

を除く

全域 

さといも 

一年生 

雑草 

植付後～萌芽前 

（雑草発生前） 

全土壌 

（砂土を除く）

4～5kg 

/10a 
1 回 

全面

土壌

散布

全域 
1 回 

チオベンカルブを含む農薬の総使用回数：1回 

ペンディメタリンを含む農薬の総使用回数：1回 

 

（４）50％チオベンカルブ・5％プロメトリン乳剤 

使用量 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

適用 

土壌 薬量 
希釈 

水量 

本剤の

使用

回数

使用方法
適用 

地帯 

チオベンカルブ

を含む農薬の

総使用回数

プロメトリン

を含む農薬の

総使用回数

直播水稲 

水田 

一年生雑草 

マツバイ 

は種直後～

稲出芽前 

（ノビエ 1葉期まで） 

但し、収穫 

90 日前まで 

（入水 15 日前まで） 

砂壌土 

～埴土 

600～

800mL 

/10a 

乾田・落

水状態で

全面土

壌散布

2回以内

はとむぎ 
水田 

一年生雑草 

500mL 

/10a 

全域 

1 回 

にんじん 一年生雑草 

は種直後 

（雑草発生前） 

壌土 

～埴土 
600～

1000mL

/10a 

70～

100L 

/10a 

1 回

全面土

壌散布
全域 

(北海道

を除く) 

1 回 

2 回以内

 
 
 



（４）50％チオベンカルブ・5％プロメトリン乳剤（つづき） 

使用量 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

適用 

土壌 薬量 
希釈 

水量 

本剤の

使用

回数

使用方法
適用 

地帯 

チオベンカルブ

を含む農薬の

総使用回数

プロメトリン

を含む農薬の

総使用回数

とうもろこし 

800～

1000mL/

10a 

北海道 1 回 

らっかせい 
関東以西

の地域 

2 回 

以内 
600～

800mL 

/10a 
東北 

北陸 
いんげ

んまめ 
800～

1000mL/

10a 

北海道 

600～

800mL/ 

10a 

全域 

(北海道

を除く) 
だいず 

800～

1000mL/ 

10a 

北海道 

陸稲 

は種後 

発芽前 
全土壌 

600～

800mL/ 

10a 

全域 

(北海道

を除く) 

1 回 

麦類 

一年生雑草 

は種直後 

～麦出芽前 

壌土～ 

埴土 

500～

750mL 

/10a 

70～

100L 

/10a 

1 回
全面土

壌散布

関東以西

の地域 

1 回 

2 回以内

 



（５）8％チオベンカルブ・0.8％プロメトリン粒剤 

作物名 
適用 

雑草名 
使用時期 

適用 

土壌 
使用量

本剤の

使用

回数

使用方法
適用 

地帯 

チオベンカルブ

を含む農薬の

総使用回数 

プロメトリン

を含む農薬の

総使用回数

壌土～

埴土 

4～6kg 

/10a 

砂壌土
3～4kg 

/10a 

関東 

以西 

は種後～ 

発芽前 

（雑草発生前）

火山灰土 5kg/10a 東北 

壌土～

埴土 

3～5kg 

/10a 

小麦 

生育初期 

（小麦の 4葉期まで、

スズメノテッポウ

1.5 葉期まで） 
砂壌土

3～4kg 

/10a 

近畿 

以西 

壌土～

埴土 

4～5kg 

/10a 

北陸・

関東 

以西 

は種後～ 

発芽前 

（雑草発生前）
砂壌土 3kg/10a

関東 

以西 

壌土～

埴土 

3～5kg 

/10a 

大麦 

(水田裏作) 
生育初期 

（大麦の 4葉期まで、

スズメノテッポウ

1.5 葉期まで） 
砂壌土

3～4kg 

/10a 

近畿 

以西 

2 回以内

とうもろこし は種直後 

北海道

を除く

全域 

だいず 全域 

1 回 

らっかせい 2 回以内

陸稲 

は種後～ 

発芽前 

（雑草発生前）

全土壌

1回 

にんじん 
は種直後 

（雑草発生前）
2回以内

たまねぎ 

4～6kg 

/10a 

ねぎ 

一年生雑草 

定植直後 

（雑草発生始期まで）

壌土～

埴土 
4～5kg 

/10a 

全面土

壌散布

北海道

を除く

全域 

1 回 

直播水稲 

水田 

一年生雑草 

マツバイ 

は種直後～

稲出芽前 

（ノビエ 1葉期まで） 

但し、収穫 

90 日前まで 

（入水 15 日前まで） 

砂壌土

～埴土

4～6kg 

/10a 

1 回

乾田・落

水状態で

全面土

壌散布

全域 

1 回 

2 回以内



６．作物残留試験 

（１）分析の概要 

① 分析対象の化合物 

・ チオベンカルブ 

・ 4-クロロベンジルメチルスルホン（代謝物 15） 

・ 4-クロロフェニルメタンスルホン酸（代謝物 16） 

・ 4-クロロ安息香酸（代謝物 7） 

・ S-ベンジル N,N-ジエメチルチオカルバメート（代謝物 33） 

Cl CH2 S CH3

O

O  代謝物 15 

Cl CH2 SO3H

 代謝物 16 

Cl COOH

 代謝物 7 

 代謝物 33 

 

② 分析法の概要 

チオベンカルブ、代謝物 15 及び代謝物 33 

 試料をアセトンまたはメタノール抽出し、各種ミニカラム（Ｃ18ミニカラム、フ

ロリジルミニカラム、ＮＨ2 カラム等）を用いて精製後、ガスクロマトグラフ（Ｎ

ＰＤまたはＦＩＤ）で定量する。必要に応じて、抽出後に、ｎ-ヘキサンまたは酢

酸エチル（代謝物 33 はｎ-ヘキサンのみ）へ転溶する。 

注）NPD: Nitrogen Phosphorus Detector(窒素リン検出器) 
FID:Flame Ionization Detector(水素炎イオン化検出器) 

 

代謝物 16 

試料をアルカリ条件下でアセトン抽出し、ジクロロメタンを用いて夾雑物を除去

する。濃縮後、ジアゾメタンによりメチル化を行い、ガスクロマトグラフ（ＮＰＤ）

により定量する。 

 

代謝物 7 

試料を酸性条件下でアセトン抽出し、酢酸エチル・ヘキサン混合溶媒へ転溶する。

炭酸ナトリウム水溶液により抽出し、ジクロロメタンに転溶、濃縮後、シリカゲル



カラムにより精製した後、ニトロべンジル化し、ガスクロマトグラフ（ＮＰＤ）に

より定量する。 

定量限界 チオベンカルブ：0.004～0.1 ppm 

     代謝物 15 及び代謝物 7：0.005～0.02 ppm 

          代謝物 16：0.005～0.03 ppm 

      代謝物 33：0.002～0.01 ppm 

各代謝物の分析値については、チオベンカルブ換算を行っていない。 

 

（２）作物残留試験結果 

代謝物について特に記載がないものについては、分析が実施されていないことから、

チオベンカルブの分析値のみを記載している。 

 

①水稲  

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、10％粒剤を 1回散布（6kg/10a）

及び 7％粒剤を 1 回散布（4kg/10a）したところ、散布後 117，94 日の最大残留量注)

は<0.01、<0.01 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていな

い。 

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2 例）において、10％粒剤を 1 回散布

（6kg/10a）及び 7％粒剤を 1回散布（4kg/10a）したところ、散布後 117，94 日の最

大残留量は<0.1、<0.1 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われ

ていない。 

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤を 1 回散布

（1500mL/10a）及び 10％粒剤を 1 回散布（4kg/10a）したところ、散布後 96，79 日

の最大残留量は<0.01、<0.01 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で

行われていない。 

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤を 1 回散布

（1500mL/10a）及び 10％粒剤を 1 回散布（4kg/10a）したところ、散布後 96，79 日

の最大残留量は<0.1、<0.1 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行

われていない。 

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を計 2回散布（1000

～1200mL/10a）及び 7％粒剤を 1 回散布（4kg/10a）したところ、散布後 105，110

日の最大残留量は<0.008、<0.008 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲

内で行われていない。 

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を計 2回散布（1000

～1200mL/10a）及び 7％粒剤を 1 回散布（4kg/10a）したところ、散布後 105，110

日の最大残留量は<0.05、<0.05 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内

で行われていない。 

 



 

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（2 例）において、10％粒剤を計 2 回散布

（4kg/10a）したところ、散布後 91，138 日の最大残留量は以下のとおりであった。

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：<0.005、<0.005 ppm 

 代 謝 物 3 3：<0.005、<0.005 ppm 

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（2 例）において、10％粒剤を計 2 回散布

（4kg/10a）したところ、散布後 91，138 日の最大残留量は以下のとおりであった。

ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：0.02、0.02 ppm 

 代 謝 物 3 3：<0.01、<0.01 ppm 

水稲（玄米）を用いた作物残留試験（3例）において、10％粒剤を 1回散布（4kg/10a）

したところ、散布後 107，86，93 日の最大残留量は以下のとおりであった。ただし、

これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：<0.01、<0.01、<0.01 ppm 

代 謝 物 1 5：<0.005、<0.005、<0.005 ppm 

 代 謝 物 1 6：<0.01、<0.01、<0.01 ppm 

代 謝 物 7：<0.01、<0.01、<0.01 ppm 

水稲（稲わら）を用いた作物残留試験（3 例）において、10％粒剤を 1 回散布

（4kg/10a）したところ、散布後 107，86，93 日の最大残留量は以下のとおりであっ

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：<0.02、<0.02、<0.02 ppm 

代 謝 物 1 5：<0.02、<0.02、<0.02 ppm 

 代 謝 物 1 6：<0.02、<0.02、<0.02 ppm 

代 謝 物 7：0.26、0.05、0.10 ppm 

 

②小麦 

小麦（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を 1回散布

（1250mL/10a）したところ、散布後 245，212 日の最大残留量は以下のとおりであっ

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：<0.005、0.006 ppm 

代 謝 物 1 5：<0.005、<0.005 ppm 

 代 謝 物 1 6：<0.03、<0.03 ppm 

代 謝 物 7：<0.01 、<0.01 ppm 

 

③大麦 

大麦（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、8％粒剤を 1回散布(5kg/10a)

したところ、散布後 209，243 日の最大残留量は<0.01、<0.01 ppm であった。 

     



 

④はとむぎ 

はとむぎ（種子）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤を 1 回散布

(1000mL/10a)したところ、散布後 159，110 日の最大残留量は<0.008、<0.008 ppm

であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

 

⑤とうもろこし 

とうもろこし（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を 1

回散布(1000mL/10a)したところ、散布後 109，129 日の最大残留量は<0.005、<0.005 

ppm であった。 

とうもろこし（未成熟子実）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤

を1回散布(1000mL/10a)したところ、散布後101，91日の最大残留量は<0.005、<0.005 

ppm であった。 

とうもろこし（青刈り茎葉）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤

を 1回散布(800mL/10a)したところ、散布後 131，115 日の最大残留量は<0.01、<0.01 

ppm であった。 

 

⑥だいず 

だいず（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を 1 回散

布（1000mL/10a）したところ、散布後 97，123 日の最大残留量は以下のとおりであ

った。 

チオベンカルブ：<0.005、<0.005 ppm 

代 謝 物 1 5：<0.005、<0.005 ppm 

代 謝 物 1 6：<0.03、<0.03 ppm 

代 謝 物 7：<0.02、<0.02 ppm 

だいず（えだまめ）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を 1 回散

布（1000mL/10a）したところ、散布後 68，84 日の最大残留量は以下のとおりであっ

た。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

チオベンカルブ：<0.005、0.008 ppm 

代 謝 物 1 5：<0.005、<0.005 ppm 

代 謝 物 1 6：<0.05、<0.05 ppm 

代 謝 物 7：<0.02 、<0.02 ppm 

 

⑦いんげんまめ 

いんげんまめ（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2例）において、50％乳剤を 1

回散布（1000mL/10a）したところ、散布後 101，109 日の最大残留量は<0.02、<0.02 

ppm であった。 

    

 



 

⑧らっかせい 

らっかせい（乾燥子実）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤

（1000mL/10a）を 1 回散布したところ、散布後 150，125 日の最大残留量は<0.01、

<0.01 ppm であった。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

     

⑨ばれいしょ 

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2 例）において、50％乳剤を 1 回散

布（800mL/10a）したところ、散布後 119，120 日の最大残留量は<0.005、<0.005 ppm

であった。 

   

⑩さといも 

さといも（塊茎）を用いた作物残留試験（2 例）において、8％粒剤を 1 回散布

（6kg/10a）したところ、散布後 186，199 日の最大残留量は<0.01、<0.01 ppm であ

った。ただし、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 

     

⑪レタス 

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2 例)において、50％乳剤を 1 回散布

（1000mL/10a）したところ、散布後 63，80 日の最大残留量は<0.02、<0.02 ppm であ

った。 

    

⑫リーフレタス 

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例)において、50％乳剤を 1回散

布（1000mL/10a）したところ、散布後 45，43 日の最大残留量は<0.01、<0.01 ppm

であった。 

  

⑬たまねぎ 

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2 例)において、50％乳剤を 1 回散布

（1000mL/10a）したところ、散布後 127，225 日の最大残留量は<0.005、<0.005 ppm

であった。 

     

⑭ねぎ 

ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、8％粒剤を 1回散布（6kg/10a）

したところ、散布後 52，161 日の最大残留量は<0.005、<0.005 ppm であった。ただ

し、これらの試験は適用範囲内で行われていない。 
   

⑮にんじん 

にんじん（根部）を用いた作物残留試験（2 例）において 50％乳剤を 1 回散布

(1000mL/10a)したところ、散布後 116，121 日の最大残留量は<0.005、<0.005ppm で

あった。    



   これらの試験結果の概要については、別紙 1－1、海外で実施された作物残留試験成

績の結果の概要については、別紙 1－2を参照。 

注）最大残留量：当該農薬の申請の範囲内で最も多量に用い、かつ最終使用から収穫までの期間を

最短とした場合の作物残留試験（いわゆる最大使用条件下の作物残留試験）を実施し、それぞ

れの試験から得られた残留量。 

（参考：平成 10 年 8 月 7日付「残留農薬基準設定における暴露評価の精密化に関する意見具申」） 
 

７．魚介類への推定残留量 

本農薬については水系を通じた魚介類への残留が想定されることから、農林水産省か

ら魚介類に関する個別の残留基準の設定について要請されている。このため、本農薬の

水産動植物被害予測濃度注1)及び生物濃縮係数（BCF：Bioconcentration Factor）から、

以下のとおり魚介類中の推定残留量を算出した。 

 

（１）水産動植物被害予測濃度 

本農薬が水田以外の場面においてのみ使用されることから注2)、非水田PECtier1注3)を

算出したところ、0.030ppb となった。 

 

（２）生物濃縮係数 

本農薬については、魚類及び貝類を用いた濃縮性試験が実施されている。 

①魚類（ブルーギル） 

フェニル環の炭素を14Cで標識したチオベンカルブ（0.05ppm）を用いた28日間の取

込期間及び14日間の排泄期間を設定したブルーギルの魚類濃縮性試験が実施された。
14C-放射能濃度分析及び代謝物の定性定量を実施した結果、魚体全身中の総残留放射

能（TRR）が90%平衡に達する推定時間は1.0日と算出された。魚肉及び内臓のTRRに占

めるチオベンカルブの割合はそれぞれ29.9～46.3％（平均：38.1％）及び18.2～24.0％

（平均：21.1％）であった。 

本試験から求められるTRRとしてのBCFは、BCFss注4）=302と算出されたが、このBCFss

の値は全ての代謝物を含んでいる。チオベンカルブとしてのBCFを算出するためには、

試験水中および魚体全身のTRRに占めるチオベンカルブの割合を考慮する必要がある

が、魚体全身に占めるチオベンカルブの割合に関するデータはない。このため、平衡

状態に達しておりかつ各成分の存在比率が測定されている14日及び28日の分析結果

から、BCFを次のとおり試算した。 

（チオベンカルブのBCFss）＝ 

（各部位のTRRとしてのBCFssの平均）×（チオベンカルブの存在比率の平均） 

魚肉：108 × 38.1％ ＝ 41 

内臓：439 × 21.1％ ＝ 93 

 以上より、魚類におけるBCFssとして93を採用することとした。 

 

 



②貝類（しじみ） 

チオベンカルブ（第一濃度区：10ppb、第二濃度区：1ppb）を用いた28日間の取込

期間及び28日間の排泄期間を設定したしじみの濃縮性試験が実施された。チオベンカ

ルブ及び代謝物の定性定量を実施した結果、チオベンカルブは第一濃度区で1週目、

第二濃度区では2週目に平衡状態に達すると考えられた。本試験から求められるBCF

は、BCFss =690（第一濃度区：７～21日）、2908（第二濃度区：14～28日）であった。 

 

 なお、①及び②のいずれの試験において、BCFk注5）は算出されていない。 

 

（３）推定残留量 

（１）及び（２）の結果から、 

①魚類（貝類を除く）については、水産動植物被害予測濃度：0.030ppb、BCF：93、②

貝類については、水産動植物被害予測濃度：0.030ppb、BCF：2908とした。 

 

以上のことから、 

魚類（貝類を除く）の推定残留量＝0.030ppb ×（93×5）＝ 13.95 ppb ＝ 0.01395 ppm 

貝類の推定残留量＝0.030ppb ×（2908×5）＝ 436.2 ppb ＝ 0.4362 ppm 

 

注1）農薬取締法第3 条第1 項第6 号に基づく水産動植物の被害防止に係る農薬の登録保留基準設定にお

ける規定に準拠 

注2）平成18年12月19日付けで稲への適用のうち、湛水散布使用するものについて失効となっており、乾

田または落水後使用のみであることから、水田PECtier2は算出していない。 

注3）既定の地表流出率、ドリフト率で河川中に流入するものとして算出したもの。 

（参考：平成１９年度厚生労働科学研究費補助金食品安心・安全確保推進研究事業「食品中に残留する

農薬等におけるリスク管理手法の精密化に関する研究」分担研究「魚介類への残留基準設定法」報

告書） 

注4）BCFss: 定常状態における被験物質の魚体中濃度と水中濃度の比で求められたBCF 

注5）BCFk: 被験物質の取込速度定数と排泄速度定数から求められたBCF 

 

８．乳牛における残留試験 

  乳牛に対して飼料中濃度としてチオベンカルブ 0、0.94、2.37、9.9ppm に相当する量

を含有するゼラチンカプセルを 28 日間にわたり摂食させ、牛乳、筋肉、脂肪、肝臓及び

腎臓に含まれるチオベンカルブ、代謝物 7、代謝物 15 及び代謝物 16 含量を測定した（定

量限界：チオベンカルブ、代謝物 7 及び代謝物 16：0.01ppm、代謝物 15：0.02ppm）。そ

の結果、2.37ppm 投与群において代謝物 7が腎臓で 0.01ppm、9.9ppm 投与群において代謝

物 7 が腎臓で 0.08ppm、脂肪で 0.01ppm、代謝物 16 が肝臓で 0.01ppm 認められた以外は

いずれも定量限界未満であった。 

  上記の結果に関連して、米国では、乳牛における最大理論的飼料由来負荷（ＭＴＤＢ注)）

は 0.58ppm と評価している。 

 



注）最大理論的飼料由来負荷（Maximum Theoretical Dietary Burden：ＭＴＤＢ）: 飼料として用

いられる全ての飼料品目に残留基準まで残留していると仮定した場合に、飼料の摂取によって

畜産動物が暴露されうる最大量。飼料中残留濃度として表示される。 

（参考：Residue Chemistry Test Guidelines OPPTS 860.1480 Meat/Milk/Poultry/Eggs） 
 

９．産卵鶏における残留試験 

  産卵鶏に対してチオベンカルブ（0、0.2、1、5 ppm 相当）を 28 日間にわたり強制経口

投与し、投与開始後 7、28、35 日における筋肉、脂肪、内臓、肝臓及び心臓に含まれる

チオベンカルブ、代謝物 7及び代謝物 15 について測定を行った（定量限界：チオベンカ

ルブ及び代謝物 15：0.03ppm、代謝物 7：0.05ppm）。また、鶏卵についても投与開始後 1、

3、7、14、28、29、31、35 日に採卵しチオベンカルブ、代謝物 7及び代謝物 15 について

分析した。その結果、チオベンカルブ及び代謝物 7 について定量限界未満であったが、

代謝物 15 については検出が認められた。詳細については下表参照。 

  上記の結果に関連して、米国ではＭＴＤＢを 0.58ppm と評価している。 

 

表．組織中の代謝物 15 の残留（ppm） 

 0.2ppm 投与群 1.0ppm 投与群 5.0ppm 投与群 

筋肉 <0.03 <0.03 <0.03-0.07 

脂肪 <0.03 <0.03 <0.03-0.17 

肝臓 <0.03 <0.03-0.09 <0.03-0.30 

心臓 <0.03 <0.03-0.05 <0.03-0.14 

鶏卵 <0.03 <0.03-0.05 <0.03-0.13 

 

注）チオベンカルブ及び代謝物 7については、いずれも定量限界未満であった。 

 

１０．ＡＤＩの評価 

  食品安全基本法（平成 15年法律第 48号）第 24条第 1項第 1号及び同法第 24条第 2項

の規定に基づき、平成 19年 8月 6日付け厚生労働省発食安第 0806002 号により食品安全委

員会あて意見を求めたチオベンカルブに係る食品健康影響評価について、以下のとおり評

価されている。 

 

        無毒性量：0.9 mg/kg 体重/day（発がん性は認められなかった。） 

                      （動物種）    ラット 

           （投与方法）  混餌投与 

            （試験の種類） 慢性毒性／発がん性併合試験 

（期間）      2 年間 

        安全係数：100 

ＡＤＩ：0.009 mg/kg 体重/day 

 



１１．諸外国における状況 

  ＪＭＰＲ における毒性評価はなされておらず、国際基準も設定されていない。 

  米国、カナダ、欧州連合（ＥＵ）、オーストラリア及びニュージーランドについて調査

した結果、米国において米、畜産物等に、オーストラリアにおいて米に基準値が設定さ

れている。 

 

１２．基準値案 

（１）残留の規制対象 

チオベンカルブ本体のみ 

作物残留試験において、チオベンカルブ、代謝物 7、代謝物 15、代謝物 16、代謝物

33 の分析が行われているが、いずれの代謝物についても、定量限界未満もしくはチオ

ベンカルブと比較して十分に低いことから、農産物の規制対象として代謝物を含めな

いこととした。 

また、畜産物の移行性試験において、チオベンカルブ、代謝物 7、代謝物 15 及び代

謝物 16 について分析がなされており、一部の臓器において代謝物の検出が認められて

いるが、ＭＴＤＢでは、定量限界未満または定量下限と同程度と判断されることから、

畜産物の規制対象に代謝物を含めないこととした。 

さらに、魚介類については推定残留量を算出する際に得られた実測ＢＣＦおよび水

産ＰＥＣがチオベンカルブのみを対象としていることから、魚介類の規制対象をチオ

ベンカルブのみとすることとした。 

   なお、食品安全委員会によって作成された食品健康影響評価においては、暴露評価

対象物質としてチオベンカルブを設定している。 

 

（２）基準値案 

別紙 2のとおりである。 

 

（３）暴露評価 

各食品について基準値案の上限まで又は作物残留試験成績等のデータから推定され

る量のチオベンカルブが残留していると仮定した場合、国民栄養調査結果に基づき試

算される、1日当たり摂取する農薬の量（理論最大一日摂取量(ＴＭＤＩ)）のＡＤＩに

対する比は、以下のとおりである。詳細な暴露評価は別紙 3参照。 

なお、本暴露評価は、各食品分類において、加工・調理による残留農薬の増減が全

くないとの仮定の下におこなった。 

 



 

 ＴＭＤＩ／ＡＤＩ（％）注） 

国民平均 20.7 

幼小児（1～6歳） 36.4 

妊婦 18.0 

高齢者（65 歳以上） 20.1 
 

注）ＴＭＤＩ試算は、基準値案×摂取量の総和として計算している。高齢者及び妊婦につい

ては水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。 

 

（４）本剤については、平成 17 年 11 月 29 日付け厚生労働省告示第 499 号により、食品一

般の成分規格 7 に食品に残留する量の限度（暫定基準）が定められているが、今般、

残留基準の見直しを行うことに伴い、暫定基準は削除される。 



(別紙1－1)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

水稲 117日 圃場A:<0.01（2回、117日）(#)

（玄米） 94日 圃場B:<0.01（2回、94日）(#)

水稲 117日 圃場A:<0.1（2回、117日）(#)

（稲わら） 94日 圃場B:<0.1（2回、94日）(#)

水稲 96日 圃場A:<0.01（2回、96日）(#)

（玄米） 79日 圃場B:<0.01（2回、79日）(#)

水稲 96日 圃場A:<0.1（2回、96日）(#)

（稲わら） 79日 圃場B:<0.1（2回、79日）(#)

水稲 105日 圃場A:<0.008（3回、105日）(#)

（玄米） 110日 圃場B:<0.008（3回、110日）(#)

水稲 105日 圃場A:<0.05（3回、105日）(#)

（稲わら） 110日 圃場B:<0.05（3回、110日）(#)

水稲 91日 圃場A:<0.005（2回、91日）(#)

（玄米） 138日 圃場B:<0.005（2回、138日）(#)

水稲 91日 圃場A:0.02（2回、91日）(#)

（稲わら） 138日 圃場B:0.02（2回、138日）(#)

107日 圃場A:<0.01（1回、107日）(#)

86日 圃場B:<0.01（1回、86日）(#)

93日 圃場C:<0.01（1回、93日）(#)

107日 圃場A:<0.02（1回、107日）(#)

86日 圃場B:<0.02（1回、86日）(#)

93日 圃場C:<0.02（1回、93日）(#)

小麦 245日 圃場A:<0.005（1回、245日）(#)

（種子） 212日 圃場B:0.006（1回、212日）(#)

大麦 209日 圃場A:<0.01（1回、209日）

（種子） 243日 圃場B:<0.01（1回、243日）

はとむぎ 159日 圃場A:<0.008（1回、159日）(#)

（種子） 110日 圃場B:<0.008（1回、110日）(#)

とうもろこし 109日 圃場A:<0.005（1回、109日）

(乾燥子実） 129日 圃場B:<0.005（1回、129日）

とうもろこし 101日 圃場A:<0.005（1回、101日）

(未成熟子実） 91日 圃場B:<0.005（1回、91日）

とうもろこし 131日 圃場A:<0.01（1回、131日）

（青刈り茎葉） 115日 圃場B:<0.01（1回、115日）

だいず 97日 圃場A:<0.005（1回、97日）

(乾燥子実） 123日 圃場B:<0.005（1回、123日）

だいず 68日 圃場A:<0.005（1回、68日）(#)

(えだまめ） 84日 圃場B:0.008（1回、84日）(#)

いんげんまめ 101日 圃場A:<0.02（1回、101日）

(乾燥子実） 109日 圃場B:<0.02（1回、109日）

らっかせい 150日 圃場A:<0.01（1回、150日）(#)

(乾燥子実） 125日 圃場B:<0.01（1回、125日）(#)

ばれいしょ 119日 圃場A:<0.005（1回、119日）

（塊茎） 120日 圃場B:<0.005（1回、120日）

さといも 186日 圃場A:<0.01（1回、186日）(#)

（塊茎） 199日 圃場B:<0.01（1回、189日）(#)

レタス 63日 圃場A:<0.02（1回、63日）

（茎葉） 80日 圃場B:<0.02（1回、80日）

リーフレタス 45日 圃場A:<0.01（1回、45日）

（茎葉） 43日 圃場B:<0.01（1回、43日）

2回

水稲
（稲わら）

水稲
（玄米）

2 10％粒剤

2 10％粒剤

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 800mL/10a散布 1回

2 8％粉粒剤 6kg/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 800mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1250mL/10a散布 1回

2 8％粒剤 5kg/10a散布 1回

2＋1回

1回

3 10％粒剤 4kg/10a散布 1回

4kg/10a散布 2回

2
1000-1200mL/10a散布

+4kg/10a散布

3 10％粒剤 4kg/10a散布

4kg/10a散布

チオベンカルブ国内作物残留試験一覧表

農作物
試験圃
場数

試験条件
最大残留量（ppm）

50％乳剤
+7％粒剤

6kg/10a散布
+4kg/10a散布

1＋1回
1500mL/10a散布
+4kg/10a散布

1000-1200mL/10a散布
+4kg/10a散布

2＋1回

6kg/10a散布
+4kg/10a散布

1＋1回

1＋1回

1500mL/10a散布
+4kg/10a散布

2

2

2
10％粒剤
+7％粒剤

10％粒剤
+7％粒剤

50％乳剤
+10％粒剤

1＋1回

2
50％乳剤
+7％粒剤

2
50％乳剤
+10％粒剤



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
農作物

試験圃
場数

試験条件
最大残留量（ppm）

たまねぎ 127日 圃場A:<0.005（1回、127日）

（鱗茎） 225日 圃場B:<0.005（1回、225日）

ねぎ 52日 圃場A:<0.005（1回、52日）(#)

（茎葉） 161日 圃場B:<0.005（1回、161日）(#)

にんじん 116日 圃場A:<0.005（1回、116日）

（根部） 121日 圃場B:<0.005（1回、121日）

（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。

最大使用条件下の作物残留試験条件に、アンダーラインを付している。

なお、食品安全委員会農薬専門調査会の農薬評価書「チオベンカルブ」に記載されている作物残留試験成績は、各試験条件におけ
る残留農薬の最高値及び各試験場、検査機関における最高値の平均値を示したものであり、上記の最大残留量の定義と異なってい
る。

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 50％乳剤 1000mL/10a散布 1回

2 8％粒剤 6kg/10a散布 1回



(別紙1－2)

剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数

126日 圃場A:<0.03（1回、126日）

105日 圃場B:<0.03（1回、105日）

112日 圃場C:<0.03（1回、112日）

133日 圃場D:<0.03（1回、133日）

119日 圃場E:<0.03（1回、119日）

115日 圃場F:<0.03（1回、115日）

123日 圃場G:<0.03（1回、123日）

114日 圃場H:<0.03（1回、114日）

125日 圃場I:<0.03（1回、125日）

137日 圃場J:<0.03（1回、137日）

圃場K:0.12（1回、135日）

圃場L:<0.03（1回、135日）

154日 圃場M:<0.03（1回、154日）

129日 圃場N:<0.03（1回、129日）

144日 圃場O:<0.03（1回、144日）

105日 圃場P:<0.03（1回、105日）

117日 圃場Q:<0.03（1回、117日）

139日 圃場A:<0.03（1回、139日）

112日 圃場B:<0.03（1回、112日）

139日 圃場A:<0.03（1回、139日）(#)

112日 圃場B:<0.03（1回、112日）(#)

162日 圃場C:<0.03（1回、162日）(#)

139日 圃場D:<0.03（1回、139日）(#)

124日 圃場A:<0.03（1回、124日）

139日 圃場B:<0.03（1回、139日）

106日 圃場C:<0.03（1回、106日）

114日 圃場D:<0.03（1回、114日）

143日 圃場E:<0.03（1回、143日）

112日 圃場F:0.06（1回、112日）

105日 圃場G:0.04（1回、105日）

112日 圃場H:0.08（1回、112日）

112日 圃場A:<0.04（1回、112日）(#)

162日 圃場B:0.05（1回、162日）(#)

139日 圃場C:<0.03（1回、139日）(#)

119日 圃場A:0.07（1回、119日）

115日 圃場B:0.09（1回、115日）

123日 圃場C:<0.03（1回、123日）

114日 圃場D:0.22（1回、113日）

125日 圃場E:0.05（1回、125日）

137日 圃場F:0.07（1回、137日）

135日 圃場G:0.50（1回、135日）

135日 圃場H:0.06（1回、135日）

154日 圃場I:0.10（1回、154日）

129日 圃場J:<0.03（1回、129日）

144日 圃場K:0.12（1回、144日）

105日 圃場L:0.03（1回、105日）

117日 圃場M:<0.03（1回、117日）

124日 圃場N:<0.03（1回、124日）

139日 圃場O:<0.03（1回、139日）

106日 圃場P:<0.03（1回、106日）

114日 圃場Q:<0.03（1回、114日）

143日 圃場R:<0.03（1回、143日）

149日 圃場S:<0.03（1回、149日）

稲
（籾米）

乳剤

稲
（籾米）

4lbs ai/A 散布

17

2

稲
（籾米）

3 10％粒剤 8lbs ai/A 散布

稲
（籾米）

4

135日

乳剤 4lbs ai/A 空中散布 1回

1回

乳剤 8lbs ai/A 散布 1回

10％粒剤
稲

（籾米）

稲
（稲わら）

19 乳剤

1回8

チオベンカルブ海外作物残留試験一覧表

農作物
試験圃
場数

試験条件
最大残留量（ppm）

4lbs ai/A 散布

4lbs ai/A 散布 1回

1回



剤型 使用量・使用方法 回数 経過日数
農作物

試験圃
場数

試験条件
最大残留量（ppm）

70日 圃場A:0.03（1回、70日）

84日 圃場B:<0.01（1回、84日）

97日 圃場C:0.02（1回、97日）

81日 圃場D:0.01（1回、81日）

77日 圃場E:<0.01（1回、77日）

84日 圃場F:0.02（1回、84日）

57日 圃場G:0.06（1回、57日）

68日 圃場H:0.06（1回、68日）

65日 圃場I:0.06（1回、65日）

69日 圃場J:0.03（1回、69日）

77日 圃場A:0.01（1回、77日）

84日 圃場B:0.03（1回、84日）

57日 圃場C:0.11（1回、57日）

68日 圃場D:0.06（1回、68日）

65日 圃場E:0.15（1回、65日）

69日 圃場F:0.04（1回、69日）

70日 圃場A:<0.01（1回、70日）

68日 圃場B:<0.01（1回、68日）

65,72,171日 圃場C:<0.01（1回、65日）

圃場A:0.01（1回、70日）

圃場B:<0.01（1回、70日）

71日 圃場C:0.01（1回、71日）

70日 圃場D:0.01（1回、70日）

圃場E:<0.01（1回、77日）

圃場F:<0.01（1回、77日）

圃場G:<0.01（1回、77日）

99日 圃場H:<0.01（1回、99日）

44日 圃場I:0.06（1回、44日）(#)

圃場A:<0.01（1回、91日）

圃場B:<0.01（1回、91日）

圃場C:0.01（1回、56日）(#)

圃場D:0.01（1回、56日）(#)
56日

77日

8lbs ai/A 散布

91日

3 乳剤

70日

1回

1回

9 乳剤 6lbs ai/A 散布

 

（＃）これらの作物残留試験は、作物残留試験が実施された国の使用方法の範囲内で試験が行われていない。

1回10 乳剤
セロリ

（茎葉）
長さを揃えたもの

セロリ
（茎葉）

長さを揃えていない
もの

6 乳剤 8lbs ai/A 散布 1回

6lbs ai/A 散布

エンダイブ
（茎葉）

4 乳剤 6lbs ai/A 散布 1回

リーフレタス
（茎葉）

レタス
（頭部）



農薬名 チオベンカルブ （別紙2）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績

農産物名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

米 0.2 0.2 ○ 0.2 ｱﾒﾘｶ

<0.01(#), <0.01(#),
<0.01(#), <0.01(#),

<0.008(#), <0.008(#),
<0.005(#), <0.005(#),

<0.01(#), <0.01(#)
【<0.03-0.12(n=34)】

小麦 0.05 0.1 ○ <0.005(#), 0.006
大麦 0.05 0.1 ○ <0.01, <0.01
ライ麦 0.05 0.1 ○

とうもろこし 0.03 0.1 ○

<0.005, <0.005（乾燥
子実）、<0.005, <0.005

（未成熟子実）

そば 0.1

その他の穀類 0.05 0.1 ○
<0.008(#)（はとむ

ぎ）

大豆 0.02 0.2 ○ <0.005, <0.005
小豆類 0.1 0.2 ○ <0.02, <0.02
えんどう 0.2
そらまめ 0.2
らつかせい 0.05 0.2 ○ <0.01(#), <0.01(#)
その他の豆類 0.2

ばれいしよ 0.02 0.05 ○ <0.005, <0.005
さといも類 0.05 0.05 ○ <0.01(#), <0.01(#)
かんしよ 0.05
やまいも 0.05
こんにやくいも 0.05
その他のいも類 0.05

だいこん類（ラディッシュを含む）の根 0.2
だいこん類（ラディッシュを含む）の葉 0.2
かぶ類の根 0.2
かぶ類の葉 0.2
西洋わさび 0.2
クレソン 0.2
はくさい 0.2
キャベツ 0.2
芽キャベツ 0.2
ケール 0.2
こまつな 0.2
きような 0.2
チンゲンサイ 0.2
カリフラワー 0.2
ブロッコリー 0.2
その他のあぶらな科野菜 0.2

ごぼう 0.2
サルシフィー 0.2
アーティチョーク 0.2
チコリ 0.2
エンダイブ 0.05 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ 【<0.01-0.01(#)(n=4)】
しゆんぎく 0.2

レタス 0.2 0.2 ○ 0.2 ｱﾒﾘｶ

<0.02, <0.02（レタス）、
<0.01, <0.01（リーフレ

タス）
【<0.01(n=3)(レタス)、

<0.01-0.06(n=9)(リーフ
レタス)】

その他のきく科野菜 0.2

たまねぎ 0.02 0.2 ○ <0.005, <0.005
ねぎ 0.02 0.2 ○ <0.005(#), <0.005(#)
にんにく 0.2
にら 0.2
アスパラガス 0.2
わけぎ 0.2
その他のゆり科野菜 0.2

にんじん 0.02 0.2 ○ <0.005, <0.005
パースニップ 0.2
パセリ 0.2
セロリ 0.2 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ 【<0.01-0.15(n=16)】



農薬名 チオベンカルブ （別紙2）

参考基準値
基準値 基準値 登録 国際 外国 作物残留試験成績

農産物名 案 現行 有無 基準 基準値
ppm ppm ppm ppm ppm

みつば 0.2
その他のせり科野菜 0.2

トマト 0.2
ピーマン 0.2
なす 0.2
その他のなす科野菜 0.2

きゆうり 0.2
かぼちや 0.2
しろうり 0.2
その他のうり科野菜 0.2

ほうれんそう 0.2
たけのこ 0.2
オクラ 0.2
しようが 0.2
未成熟えんどう 0.2
未成熟いんげん 0.2
えだまめ 0.03 0.2 ○ <0.005(#), 0.008

マッシュルーム 0.2
しいたけ 0.2
その他のきのこ類 0.2

その他の野菜 0.2

その他のスパイス 0.2
その他のハーブ 0.2

牛の筋肉 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
豚の筋肉 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
牛の脂肪 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
豚の脂肪 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
牛の肝臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
豚の肝臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
牛の腎臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
豚の腎臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
牛の食用部分 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
豚の食用部分 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ

乳 0.01 0.05 0.05 ｱﾒﾘｶ

鶏の筋肉 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの筋肉 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
鶏の脂肪 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの脂肪 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
鶏の肝臓 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの肝臓 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
鶏の腎臓 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの腎臓 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
鶏の食用部分 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの食用部分 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
鶏の卵 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ
その他の家きんの卵 0.03 0.2 0.2 ｱﾒﾘｶ

魚介類（貝類に限る。） 0.5
魚介類（貝類を除く。） 0.02

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。
【　】で示した結果等については、海外で実施された作物残留試験成績を示した。
(#)これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。



（別紙３）

食品群
基準値案
(ppm)

国民平均
TMDI

幼小児
(1～6歳)

TMDI

妊婦
TMDI

高齢者
(65歳以上）

TMDI

米 0.2 37.0 19.5 27.9 37.8

小麦 0.05 5.8 4.1 6.2 4.2
大麦 0.05 0.3 0.0 0.0 0.2
ライ麦 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
とうもろこし 0.03 0.1 0.1 0.1 0.0
その他の穀類 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
大豆 0.02 1.1 0.7 0.9 1.2
小豆類 0.1 0.1 0.1 0.0 0.3
らつかせい 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0

ばれいしよ 0.02 0.7 0.4 0.8 0.5
さといも類 0.05 0.6 0.3 0.4 0.9

エンダイブ 0.05 0.0 0.0 0.0 0.0
レタス 0.2 1.2 0.5 1.3 0.8

たまねぎ 0.02 0.6 0.4 0.7 0.5
ねぎ 0.02 0.2 0.1 0.2 0.3
にんじん 0.02 0.5 0.3 0.5 0.4
セロリ 0.2 0.1 0.0 0.1 0.1

えだまめ 0.03 0.0 0.0 0.0 0.0

陸棲哺乳類の肉類 0.01 0.6 0.3 0.6 0.6
陸棲哺乳類の乳類 0.01 1.4 2.0 1.8 1.4
家禽の肉類 0.03 0.6 0.6 0.5 0.6
家禽の卵類 0.03 1.2 0.9 1.2 1.2
魚介類 0.5 47.1 21.4 47.1 47.1

計 99.3 51.7 90.2 98.0
ADI比（％） 20.7 36.4 18.0 20.1

高齢者及び妊婦については畜水産物の摂取量データがないため、国民平均の摂取量を参考とした。
TMDI：理論最大1日摂取量（Theoretical Maximum Daily Intake)

チオベンカルブ推定摂取量 （単位：μg／人／day)



（参考） 

これまでの経緯 

昭和４５年 ６月２７日 初回農薬登録 

平成１７年１１月２９日 残留基準の告示 

平成１９年 ７月２７日 農林水産省より厚生労働省へ基準設定依頼（魚介類） 

平成１９年 ８月 ６日 厚生労働大臣から食品安全委員会長あてに残留基準設定に係る

食品健康影響評価について要請 

平成１９年 ８月 ９日 食品安全委員会（要請事項説明） 

平成１９年 ９月１２日 第７回農薬専門調査会確認評価第三部会 

平成１９年１０月１９日 第２９回農薬専門調査会幹事会 

平成１９年１１月 １日 食品安全委員会における食品健康影響評価（案）の公表 

平成１９年１２月 ６日 薬事・食品衛生審議会へ諮問 

平成１９年１２月１３日 食品安全委員会（報告） 

平成１９年１２月１３日 食品安全委員会委員長から厚生労働大臣あてに食品健康影響評

価について通知 

平成２０年 ３月 ４日 薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 

 

●薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会 
[委員] 

  青木 宙 東京海洋大学大学院海洋科学技術研究科教授 
  井上 松久 北里大学副学長 
 ○ 大野 泰雄 国立医薬品食品衛生研究所副所長  
  尾崎 博 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 
  加藤 保博 財団法人残留農薬研究所理事 
  斉藤 貢一 星薬科大学薬品分析化学教室准教授 
  佐々木 久美子 国立医薬品食品衛生研究所客員研究員 
  志賀 正和 元独立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究センター虫害

防除部長 
  豊田 正武 実践女子大学生活科学部生活基礎化学研究室教授 
  米谷 民雄 国立医薬品食品衛生研究所食品部長 
  山内 明子 日本生活協同組合連合会組織推進本部 本部長 
  山添 康 東北大学大学院薬学研究科医療薬学講座薬物動態学分野教授 
  吉池 信男 独立行政法人国立健康・栄養研究所研究企画評価主幹 
  鰐渕 英機 大阪市立大学大学院医学研究科都市環境病理学教授 

 
（○：部会長） 



答申（案）

チオベンカルブ

残留基準値
食品名

ppm
小麦 0.05
大麦 0.05
ライ麦 0.05
とうもろこし 0.03
その他の穀類（注1） 0.05
大豆 0.02
小豆類 0.1
らつかせい 0.05
ばれいしよ 0.02
エンダイブ 0.05
たまねぎ 0.02
ねぎ 0.02
にんじん 0.02
えだまめ 0.3
牛の筋肉 0.01
豚の筋肉 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物（注2）の筋肉 0.01
牛の脂肪 0.01
豚の脂肪 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪 0.01
牛の肝臓 0.01
豚の肝臓 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓 0.01
牛の腎臓 0.01
豚の腎臓 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓 0.01
牛の食用部分 0.01
豚の食用部分 0.01
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分 0.01
乳 0.01
鶏の筋肉 0.03
その他の家きん（注3）の筋肉 0.03
鶏の脂肪 0.03
その他の家きんの脂肪 0.03
鶏の肝臓 0.03
その他の家きんの肝臓 0.03
鶏の腎臓 0.03
その他の家きんの腎臓 0.03
鶏の食用部分 0.03
その他の家きんの食用部分 0.03
鶏の卵 0.03
その他の家きんの卵 0.03
魚介類（貝類に限る。） 0.5
魚介類（貝類を除く。） 0.02

（注2）「その他の陸棲哺乳類に属する動
物」とは、陸棲哺乳類に属する動物のう
ち、牛及び豚以外のものをいう。

（注3）「その他の家きん」とは、家きんのう
ち、鶏以外のものをいう。

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、
米、小麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及び
そば以外のものをいう。




